
安
譜
噌
鮒
鯆
鶚
畔
涌

イ
ル
ス
合
○
ご
白
‐
届
）
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
と
称
し
て
、
全
国
の
小
・
中
・

高
及
び
特
別
支
援
学
校
に
対
し
三
月
二

日
㈲
か
ら
春
休
み
ま
で
の
臨
時
休
業
を

要
請
す
る
と
表
明
し
、
文
部
科
学
省
は

翌
日
、
全
国
に
通
知
し
た
。
子
ど
も
の

学
習
権
保
障
な
ど
へ
の
配
慮
も
全
く
な

い
「
暴
挙
」
と
い
っ
て
も
よ
い
。

そ
の
後
、
「
緊
急
事
態
宣
言
」
も
発
せ

ら
れ
、
五
月
の
連
休
明
け
ま
で
の
長
期

学
校
休
業
が
継
続
す
る
中
で
、
学
習
の

遅
れ
を
憂
う
る
高
校
生
の
中
か
ら
「
九

月
入
学
」
を
求
め
る
声
も
あ
が
っ
て
き
た

安
倍
首
相
は
「
こ
れ
ぐ
ら
い
大
き
な

変
化
が
あ
る
中
に
お
い
て
は
、
前
広
に

二
時
間
の
余
裕
を
持
っ
て
」
の
意
）
さ
ま
ざ

ま
な
選
択
肢
を
検
討
し
て
い
き
た
い
」

（
衆
院
予
算
委
、
二
○
二
○
年
四
月
二
九
日
）

と
一
時
前
向
き
な
発
言
を
行
な
っ
た
の

で
、
「
騒
動
」
は
大
き
く
な
っ
た
。

日
本
で
近
代
的
な
学
校
制
度
は
一
九

七
二
（
明
治
五
）
年
に
発
足
す
る
が
、
当

時
は
「
毎
級
六
ヵ
月
ノ
習
業
ト
定
メ
」

（
同
年
の
小
学
教
則
第
二
章
）
、
半
年
（
六

か
月
）
が
単
位
で
「
進
級
」
（
例
え
ば
下
等

小
学
「
八
級
」
か
ら
「
七
級
」
へ
と
）
し
た
（
そ

の
影
響
か
、
現
在
で
も
「
進
学
年
」
と
い
わ

な
い
で
「
進
級
」
と
言
っ
て
い
る
）
・

現
在
の
四
月
学
年
始
期
の
法
制
上
の

始
ま
り
は
、
「
尋
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及

蕊蕊蕊識§朔溌蕊溌朔翠謹蝋蕊認識暉急瀧溌 牙
鶯

９

其
程
度
三
一
八
九
二
年
七
月
二
日
改
正
、
別

翌
年
施
行
）
で
「
第
六
条
学
年
ハ
四
月
肋
６

一
日
二
始
り
翌
年
三
月
三
十
一
日
二
終
／
０

ル
之
ヲ
分
テ
ニ
一
学
期
ト
ス
」
と
規
定
さ
型

れ
た
こ
と
に
よ
る
。

大
学
の
場
合
、
外
人
教
師
な
ど
の
影
華

響
か
、
欧
米
風
の
九
月
学
年
始
期
が
多
垂

兎
型
鐵
蜘
珪
嘩
蕊
岸

そ
れ
以
来
約
一
世
紀
、
日
本
で
は
学

校
の
四
月
学
年
始
期
が
定
着
し
て
い
る
。

今
回
、
国
際
化
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
、

「
九
月
入
学
」
を
主
張
す
る
論
も
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
「
大
学
」
を
念

頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、

検
討
の
結
果
、
現
場
の
混
乱
な
ど
を
理

由
に
「
九
月
入
学
」
は
見
送
ら
れ
た
。

安
倍
長
期
政
権
は
、
外
交
・
内
政
と
の

も
実
に
多
く
の
「
負
の
レ
ガ
シ
ー
」
を
種

抱
え
、
な
ん
と
か
こ
の
「
九
月
入
学
」
卸

を
レ
ガ
シ
ー
に
し
よ
う
と
し
た
と
も
一
列

時
伝
え
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
教
育
の
施

政
治
利
用
は
、
む
な
し
く
消
え
去
っ
た
題
問

よ
う
だ
。

スル

イ

／

劫

、

浪
本
勝
年
（
な
み
も
と
か
っ
と
し
）

口

立
正
大
学
元
教
授
。
二
○
○
五
年
～

コ

ニ

年

日

本

教

育

政

策

学

会

会

長

。

型

著

書

に

「

戦

後

教

育

改

革

の

精

神

と

新

現
実
」
、
「
教
育
裁
判
証
言
・
意
見
書
麺

集
」
「
ハ
ン
デ
ィ
教
育
六
法
」
（
共
著
）
、

「
世
界
が
報
じ
た
家
永
教
科
書
裁
判
」
特

（

編

著

）

な

ど

多

数

。

５

／

、

ｚ

缶


